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共 通 事 項 

１ 高橋コミュニティセンター施設管理運営保守点検等業務は、この仕様書資料に従って実施するも

のとする。 

２ この仕様書は作業の大要を示すものであるが、作業遂行にあたり関係法令・維持基準のあるも

のについては、それに準じて実施し、また仕様書に示さない事項でも管理安全上必要な作業につ

いては、実施するものとする。 

３ 指定管理者は、業務に必要な人員を常に確保し、業務に遅滞等ないようにすること。 

４ 危険防止および物品の損耗防止 

（１）指定管理者は、施設内における作業の実施にあたっては、施設利用者の安全を確保するとと

もに、利用等に支障をきたさないよう措置を行うものとする。 

（２）豊田市は、作業中に起こった事故についての責任は一切負わないものとする。 

（３）指定管理者は、作業のため施設内の物品等を移動するにあたっては、損傷のないように取扱

い、作業終了後もとの位置に復するものとする。 

（４）指定管理者は、作業により生じた災害および物品等を損傷した時は、その責任を負うものと

する。 

５ 作業にあたり、指定管理者は緊急連絡表および年間作業工程表を作成すること。 

６ 関係官公署・団体に対して検査報告書等の提出の必要がある場合は、指定管理者が責任をもっ

て履行しそれに要する一切の費用は、指定管理料に含むものとする。 

７ 本資料に定めなきことについては、協議の上業務を遂行すること。 
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Ａ 空調設備の保守点検 

１ 保守点検対象設備 

詳細は別表１「高橋コミュニティセンター機器一覧表」による。 

２ 点検整備方法及び回数 

（１）冷温水発生機 

シーズンＩＮ（冷・暖） 

①本体及び操作盤の切り替え作業 

②燃焼系統の点検、調整 

③自動制御装置の点検 

④安全保護装置の点検 

⑤冷却水ポンプの点検 

⑥冷却塔点検・清掃 

⑦絶縁抵抗測定 

⑧水漏れ、ガス漏れの有無確認 

⑨水質検査 

⑩その他、機能点検整備 

シーズン中間（冷・暖） 

①運転状態点検測定記録 

②自動制御装置調整 

③水漏れ、ガス漏れの有無確認 

シーズンＯＦＦ 

①吸収液サンプリング及び分析 

②冷媒量の確認 

③腐食抑制剤の注入 

④炉内、煙管内、煙道内の汚損検査及び異常の有無確認 

⑤結線および端子の増し締め 

⑥ダイヤフラムゴムの交換（必要に応じて） 

⑦チューブ洗浄 

⑧その他、機能点検整備 

（２）ヒートポンプパッケージ（中間期） 

①シロッコファン、Ｖベルトの点検調整 

②グリスアップ及びベアリングの点検 

③コイル、フィルター清掃 

④機器の設置具合の確認 

⑤振動、異常音の有無確認 

⑥制御回路の機能点検（中央監視装置、端末センサーとの連動試験） 

⑦電源各部の点検、端子の増し締め 

⑧機器本体、各マグネット、スイッチ、接点の点検 

⑨ドレンパン及びドレン排水管系の清掃整備 

⑩補助ヒーターの点検 

⑪ガスリークテスト 

⑫自動機器点検、清掃（規定値内作動確認） 

⑬油量、油圧点検 
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⑭加湿器の清掃整備 

⑯吸入口、送風口清掃 

⑰送風口での吹き出し温度、湿度測定 

⑱絶縁抵抗測定 

（３）空冷ヒートポンプチラーユニット 

点検方法については、「（２）ヒートポンプパッケージ」の点検に準ずる。 

（４）冷却塔 

①シーズン切替整備 

②送風機は、「（８）各種ファン」の点検に準ずる 

③ボールタップ、散水装置の点検 

④エルミネーター、散水受皿の清掃 

⑤ストレーナー清掃 

⑥水槽内外清掃 

⑦絶縁抵抗測定 

⑧配管、弁類、バルブの点検 

⑨４電極方式冷却水ブロー調整機（ミズコン）点検 

（５）ガヒートポンプ型空調機 

エンジン本体 

①エンジンのかかり具合及び異音の有無確認 

②排気、調速の状態確認点検 

③点火コイルの状態確認 

④配線カプラの接続のゆるみ及び損傷の有無確認 

⑤スタータモーターの作動状況確認 

⑥エアーエレメントの清掃 

⑦エンジンストッパークリアランス調整 

⑧オイルの量、オイル漏れの有無確認 

⑨ファン及びファンモーターの点検 

燃料装置 

①配管等よりの燃料漏れの有無確認 

②燃料配管の設置状態確認 

③ゼロガバナの作動状態確認 

④電子ガバナの作動状態の確認 

⑤ミキサーの設置状態確認 

⑥燃料電磁弁の作動状態確認 

放熱機器 

①空気熱交換器の設置状態確認 

②排気ガス熱交換器の設置状態確認 

③ラジエータ水量、錆発生の有無、凍結防止剤の適正濃度の調整 

④配管、ホースの設置状態確認 

⑤冷却水ポンプの点検 

圧縮機 

①機器の設置状態、異音の有無確認 

②吐出入管の状態 

③冷媒配管の状態、冷媒漏れの有無確認 

④ベルトのたわみ量、摩耗度の確認 
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室内機 

点検方法については、「（２）ヒートポンプパッケージ」の点検に準ずる。 

制御装置及び電源部 

①制御回路の機能点検（中央監視装置、端末センサーとの連動試験） 

②電源各部の点検、端子の増し締め 

③機器本体、各マグネット、スイッチ、接点の点検 

④絶縁抵抗測定 

総合 

①機器の設置具合の確認 

②振動、異常音の有無確認 

③その他必要と思われる点検 

部品の交換 

①機器の性能低下を招かないよう、乙の判断にて定期的に必要な部品交換すること。 

②要交換部品 

エンジンオイル・スパークプラグ・エアエレメント・タイミングベルト・冷却水・凍

結防止剤・オイルエレメント・その他 

（６）空気調和機 

①羽根、Ｖベルトの点検調整 

②グリスアップ及びベアリングの点検 

③冷温水コイル及びフィルターの点検清掃 

④ドレンパン及びドレン排水管系の清掃整備 

⑤加湿器の清掃整備 

⑥機器内外の清掃 

⑦吸入口、送風口、チャンバーの清掃及び冷・暖切替 

⑧絶縁抵抗測定 

（７）ファンコイル 

①コイル、フィルター清掃 

②コイルの水漏れ確認、エアー抜き 

③ファンの点検整備（グリスアップおよびベアリングの点検） 

④アッテネーター、ファンモーターの点検整備 

⑤絶縁抵抗測定 

（８）各種ファン 

①Ｖベルトの点検調整 

②グリスアップ及びベアリングの点検 

③羽根、ケーシングの清掃 

④回転状態、風量の確認 

⑤電流値、電圧値の測定 

⑥制御回路の点検 

⑦絶縁抵抗測定 

（９）全熱交換器 

①フィルター清掃 

②「（８）各種ファン」に準ずる 

（１０）空調用換気扇（ロスナイ） 

①フィルター清掃 

②「（８）各種ファン」に準ずる 
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（１１）各種ポンプ 

①漏水、カップリングゴムの点検 

②モーターの点検 

③振動、異常音の有無確認 

④付属弁類、ゲージ類の点検 

⑤グランドパッキンの点検調整（不良の場合は取替え） 

⑥絶縁抵抗測定 

⑦膨張タンク清掃 

（１２）自動制御機器 

温度・湿度調節器 

①本体のクリーンアップ 

②各部点検、端子の増し締め 

③内部リレーの接点清掃 

④機械的可動部分の点検清掃 

⑤各部分の電気的、機械的機能試験 

⑥比例帯、ディファレンシャルの調整 

⑦オーソリティ調整 

⑧ポテンションメーター点検調整、接点の清掃 

⑨アスマン乾湿球温度計によるキャブレーション 

モニター・電磁弁・二方弁・三方弁 

①本体のクリーンアップ 

②ポテンションメーター点検調整、接点の清掃 

③バランシングリレーの作動点検、整備 

④バルブ作動閉時の漏れ点検およびグランド部の漏れ点検 

（１３）フィルター・吸込口・吹出口清掃 

①フィルターの洗浄は、高圧洗浄でおこなう。但し、それに適さないものは、真空掃除

機、手洗い等その材質に合った方法で行う。 

②吸込口・吹出口清掃は雑巾・化学雑巾等で行い、天井等を汚さないよう注意すること。 

（１４）ボイラー及び圧力容器 

①本体及び操作盤の点検及び清掃 

②各種制御機器の点検、清掃及び誤差修正 

③安全保護装置の作動確認 

④炉内、煙管内、煙道内の清掃 

⑤給水タンク、給水装置、ストレーナーの清掃 

⑥関連機器の清掃及び誤差修正 

⑦膨張タンク内外の点検及び清掃 

⑧各圧力容器内外の点検及び清掃 

（１５）危険物地下タンク貯蔵所 

①点検については、消防法14の３の２に基づき実施すること。 

②関係機関との調整をはかり実施すること。 

③危険物取扱資格者が行うこと。 

④漏洩検査については、機械式にて行うこと。 

（１６）プール温水シャワー 

シーズンＩＮ点検 

①ガス、水道の開栓 
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②各バルブの調節 

③電源部絶縁抵抗測定 

④ガス給湯器、温水管のエア抜き 

⑤給湯器点火、水圧のチェック 

⑥人体感知センサーの正常機能確認 

⑦適正な給湯温度の設定調整 

⑧その他給湯器の仕様に定めた必要な措置 

シーズンＯＦＦ点検 

①ガス、水道の閉栓 

②ガス給湯器、温水管の水抜き 

３ 点検整備上の注意 

（１）点検の実施にあたっては、業務に支障を及ぼさない日時に行うものとし、事前に年間工程

表を作成する。 

（２）本業務は原則として、通常の勤務時間内に実施するが、不慮の事故等が発生した場合、指

定管理者は修理・復旧に努めること。但しその費用は指定管理者の負担とする。 

（３）本業務の実施にあたっては、各分野毎に経験豊富で専門的な知識を有する優秀な技術者を

派遣すること。相互関連機構を有する設備・機器の点検には両者立会いの上で行なうこと。 

（４）点検・整備中に発見された不良個所、不良機器については、協議の上で対処すること。 

（５）業務に必要な各種工具及び測定機器、消耗品等は指定管理者で対処すること。 

（６）業務を一時中断する場合は施設・設備の使用に不都合のないよう、また危険防止には十分

注意して処置する。 

（７）本資料に定めなき事項については、協議の上業務の遂行に当ること。 
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別表１ 高橋コミュニティセンター機器一覧表 

機 器 名 仕  様 台数 回数 備   考 

 冷温水発生機  矢崎 CH-1 40RT ３ ４  CH-KG120HU(13A焚) 

 冷却塔 荏原 SDW-U125ASSD 1.1kw ３ ２  

 冷却水ポンプ 
 ﾃﾗﾙ LP65B63.7-e 

      3.7kw 
３ １  

 冷温水ポンプ 

 ﾃﾗﾙ SJ-4-80X65H65.5-e 

      5.5kw 

 ﾃﾗﾙ SJ-4-80X65K67.5-e 

      7.5kw 

１ 

１ 

２ 

２ 

 空気調和機  新晃工業 GDV35×2台

           GDV13 
３ ２  

 ﾌｧﾝｺｲﾙﾕﾆｯﾄ  １２ ２  

空冷ﾋｰﾄﾎ゚ ﾝﾌ゚ ﾊ゚ ｯｹｰｼ゙  

 日立 RAC-4520THV 

      RAS-NP112HMV 

         -NP80HMV  

        -NP63HMV 

４ ２  

 シロッコファン  １１ １  

 天井扇  ６ １  

 有圧換気扇  ２ １  

 吸込・吹出口清掃 １式 ２  

 フィルター清掃 １式 ２  

 厨房レンジフード清掃 １式 ２  

 加茂川公園プ－ルシャワ－ １式 ２  
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Ｂ 環境衛生給排水設備の保守点検

１ 保守点検対象設備及び点検回数 

      詳細は、別表「点検項目・回数一覧表」による。 

２ 点検設備機器および点検項目 

（１）鼠、害虫防除 

①「建築物鼠・昆虫等の防除作業」の登録を有すること。 

②殺鼠は薬物殺鼠剤で行う。 

③殺虫は噴霧処理および蒸散剤処理を行う。 

④防除効果検査の実施。 

（２）殺虫（限定） 

①豊田市が指定する場所。 

（３）各種ポンプ等設備 

①ポンプ、ブロワー、自動給水装置の点検整備 

②分電盤の点検 

③絶縁抵抗測定 

（４）排水施設（汚水管）清掃 

①排水管の洗浄は、主管は高圧洗浄、枝管は高圧洗浄又はカンツール、吸引はバキュー

ムダンパー等を使用する。 

②排水管内に付着、堆積した土砂等を取り除き水洗する。 

③排出された土砂等が流出せぬよう土嚢等で止め、バキュームダンパー等で吸引する。 

④排水槽内に付着、堆積した土砂等をバキュームダンパー等で取り除き、水洗する。 

⑤作業は事前に協議のうえ実施する。 

⑥作業技術者は施工の内容を充分理解し適切な現場管理に努めること。 

⑦排出された土砂等は産業廃棄物として法令に適合した場所にて処理すること。 

（５）レジオネラ症予防水質検査 

①冷却塔冷却水において、夏季冷房期間中に1回行うこと。 

②検査方法は、冷却遠心濃縮法またはろ過濃縮法によること。 

（６）プール更衣室・便所の消毒 

①噴霧、消毒雑巾による雑巾拭き等により更衣室のロッカー、手摺り等及び便所を消毒

すること。 

②ロッカーにおいては内部まで薬剤が行き渡るような方法にて実施し、薬剤の種類は残

留性の低いものを使用すること。 

③プール開催期間中に毎月１回実施すること。 

（７）排ガス測定 

①大気汚染防止法に基づく。 

３ 点検整備上の注意 

（１）業務に関する責任者を定め業務に従事する技術者の指揮・監督をすること。 

（２）作業にあたり、指定管理者は緊急連絡表および年間作業工程表を作成し、それに基づいて作業

を遂行すること。但し、施設の業務に支障を及ぼさないよう配慮すること。 

（３）作業従事者に対し安全対策を徹底させること。 

（４）不時の故障等により連絡を受けた時（休日・祭日・夜間等）は、直ちに担当技術者を派遣し

復旧に務めること。但し、それに係る費用は指定管理者の負担とする。 
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（５）点検整備に要する消耗品及び各種測定機器等は指定管理者にて準備負担のこと。 

（６）本資料に定めなき事項については、協議の上業務の遂行に当ること。 

 点検項目・回数一覧表     （  ）内は回数 

     施設名 

項  目 

高      橋 

ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 

 鼠・害虫防除 2,225.7㎡（ 2）

 殺虫（限定） 157㎡（10）

ポンプ点検 各種ポンプ（ 2）

 汚水管清掃（本管）    200ｍ（ 1）

     〃    （枝管） 100ｍ（ 1）

 プール更衣室消毒 150㎡（ 2）

 プール便所消毒 1 式 （ 2）
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優先駐車場 
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Ｃ 自家用電気工作物保守点検 

１ 指定管理者は、当該自家用電気工作物の維持・管理の主体となり、「みなし設置者」
として電気事業法第３９条第１項の義務を果たすこと。（ここでいう「みなし設置者」
とは、平成２５年１月２８日 20130107商局第２号「主任技術者制度の解釈及び運用
（内規）」によるものとする。） 

２ 電気事業法に基づく自家用電気工作物の保安業務については、本業務に含むものと
し、指定管理者は、電気事業法第４３条第１項の規定に基づく主任技術者の選任を行
い、その業務に係るすべての手続きを行うこと。 

３ 保安管理業務を第三者へ委託する場合は、指定管理者は「みなし設置者」として保安
管理業務の仕様書、契約書の作成、受託業者の選定、契約手続等の一連の手続きを行う
こと。 

４ 市は、自家用電気工作物の工事、維持及び運用の保安を確保するに当たり、指定管理
者が選任する電気主任技術者の意見を尊重する。 

５ 市及び指定管理者は、自家用電気工作物の工事、維持及び運用に従事する者に、電気
主任技術者が、その保安のためにする指示及び意見に従うように確約させる。 

６ 市及び指定管理者は、電気主任技術者として選任する者に、当該自家用電気工作物の
工事、維持及び運用に関する保安管理業務を、誠実に行うことを確約させる。 

対象設備 

事業場の名称

需 要 設 備 
（小出力発電設備含

む）

非 常 用 予 備 発 電 装 置 
又 は 発 電 所 

設備容量
(kVA)

受電電圧 
(V)

用 途 種 類 
容 量
(kVA)

発電電圧 
(V)

豊田市高橋コミュニ

ティセンター 
225 6600 － － － －

同 上 － － 非常用 ディーゼル 100 220
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Ｄ 機械警備業務 

１ 業務内容 

（１）火災、盗難及び不良行為の拡大防止に関すること。 

（２）事故発生時における秩序維持に関すること。 

（３）事故確認時における関係先への通報、連絡に関すること。 

（４）その他警備に付随する事項 

２ 警備方法 

（１）防犯・火災について異常を自動通報し、非常事態時の通報装置を備えた機械警備システムとする。 

（２）異常がある場合は、受託者に警備信号を発信し、警備員が緊急出向し安全措置を講じること。 

（３）明らかに受託者の責に帰する事由により正常な機械警備が出来ない場合は常駐警備方法により本

仕様書と同等の警備を実施すること。 

（４）使用する通信回線は、機械警備に支障をきたさない通信回線を使用すること。 

（５）機械警備を実施する時間は、施設職員退館時（警備開始時）から入館時（警備解除時）までとす

る。但し、火災は２４時間実施すること。 

（６）機械警備の解除・開始は、個別識別できるICタグ又はICカードで行なうものとする。本数（枚数）

については市、指定管理者及び受託者で協議のうえ決定するものとする。 

（７）緊急連絡先を３名定め、かつ、その連絡優先順位を明示する。 

（８）事務所内にて機器のセット・解除が可能であること。 

３ 受託者が受信する業務の種類 

①防犯 

②非常通報 

③火災異常  

４ 契約対象物件一覧 

契約対象物件        回線の種類 一般公衆回線番号 電話の種類       非常通報 

 高橋ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ    一  般  （0565） 80－ 0092  交 換 機          ２か所 

 加茂川プール    一  般  （0565） 88－ 0664  単        独  

移報対象機器 

 契約対象物件        自動火災報知機設備・ガス漏れ警報機設備 

 高橋ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ  ①松下電工 ②GP型BZ-9受59～22号

 ③    有（ ＤＣ２４Ｖ） ④  有（３０分） 

 ⑤ 

①製造社名  ②型式番号  ③電圧の有無  ④停電対策の有無  ⑤その他 

５ 警備の時間 

業務提供時間はいずれも営業日のセット時間から翌営業日の解除時間までとするが、下記時間を目

安とする。 
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（１）施設と支所の休館日 

終日（前営業日のセット時間から翌営業日の解除時間まで） 

（２）施設開館日 

午後９時３０分～翌営業日の午前８時００分 

（３）支所開所日の施設休館日 

午後５時１５分～翌営業日の午前８時００分 

６ その他 

（１）実施状況の報告は、警備実施状況報告書として提出し、事故等が発生した場合は事故等発生報告

書を速やかに提出すること。 

（２）本仕様書に定めのない事項については、受託者は市及び指定管理者と協議のうえ業務を遂行する

こと。 
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Ｅ 清掃業務（日常清掃、定期清掃）

１ 対象施設 

別表「施設一覧表」に示す。 

２ 清掃面積・回数及び清掃方法 

別表「清掃場所及び方法」に基づいて実施する。 

※表に示す清掃回数は最低実施回数であり、清掃員の判断、市の依頼、又は利用状況等に

応じ必要な場合は速やかに対処すること。 

３ 作業日程 

（１）日常・準日常・屋外清掃業務 

作業日及び作業時間帯は施設開館時間中とし、詳細についてはあらかじめ協議・調整の

うえ決定する。 

（２）定期清掃業務 

作業日は、施設の業務に支障を及ぼさない日時とし、あらかじめ協議・調整のうえ決定

する。 

４ 作業員 

（１）作業責任者を任命し、作業員の指導及び作業の管理・監督を行うこと。 

（２）清潔な作業服（制服）を着用し、名札を着けること。 

（３）施設及び利用者に迷惑を掛けずに作業できる優秀な人材であること。特に利用者に対す

る言動には注意し誤解を招くことのないようにすること。 

（４）心身共に健康で業務に充分耐え得る人材であること。 

５ 危険防止及び物品の損傷防止 

（１）高所・通路上における作業の実施にあたっては、作業者は勿論、利用者・施設職員の安

全確保のため危険防止上の対策をすること。 

（２）清掃作業が原因で起きた災害・事故及び物品の損傷は、責任の全てを負うこととする。 

（３）清掃作業が原因で発生した材質の変化や損傷は、責任をもって現状復帰をすること。 

６ 清掃機器・諸材料等 

（１）清掃に使用する機械・器具・洗剤・ワックス・各種消耗品等は、施設を損傷することの

ないよう適正良質なものを使用すること。又、それらの種類の変更に起因する異常が甲の

施設・設備に発生した際には、復旧すること。 

（２）清掃に使用する材料の一切は指定管理者の負担とする。 

（３）トイレットペーパー・石鹸液・ゴミ拾集用袋等は常に補充すること。 

７ 作業方法 

（１）ガラス器具・鏡・陶器類・真鍮・ステンレス等金属類の清掃は、良質な乾布を使用し、

損傷のないよう注意すること。 

（２）手摺り等の金属部分は、光沢を維持するよう空拭きを原則とするが、酷い汚れは洗剤を用い

て落すこと。但し、鍍金・塗装部分には研磨剤入りの洗剤は使用しないこと。 

（３）机・椅子・ロッカー等は随時洗剤を使用して清掃し常に清潔さを保つこと。 

（４）家具・備品・凹凸部分等の日々の清掃は除塵を重点に行うこと。 
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（５）トイレの汚物入れ、湯沸かし室の茶殻・吸殻入れは毎日処理し、容器はその都度洗浄し清潔

さを保つこと。 

（６）施設敷地内に備え付けのゴミ箱・灰皿のゴミは、１日１回以上行うこと。 

（７）玄関マットやマット下部の砂や泥は毎日掃き取ること。 

（８）出入口や低所のガラスは随時清掃し、手垢等の汚れのないよう常に注意すること。 

（９）施設敷地内は随時見まわり紙屑・空き缶・落ち葉・雑草等が散乱していないよう清掃するこ

と。 

（１０）拾集したごみは、指定する回収箱へ別紙「廃棄物・資源の分類一覧表」の分別方法で入れ

ること。職員教育を徹底すること。 

（１１）屋上については、排水口が詰まらないよう清掃すること。 

（１２）日常清掃においてもワックス塗床部分に目を配り、必要に応じて簡易的にワックスを塗布

すること。 

（１３）ガラス清掃は、洗剤洗浄の後水拭き、水きりを施すこと。 

（１４）床清掃実施の際には、家具・備品をできるかぎり移動して家具・備品の下部にあたる部分

も行うこと。 

（１５）ワックス清掃は、剥離・洗浄・ワックス塗布を１工程とすること。但し、剥離作業をする

必要が無いと認められる部分については、了解を得たうえで省略することも可とする。 

（１６）ワックス清掃の最終回には、必ず剥離作業を実施すること。 

（１７）階段や床など水が着くと滑り易く危険な場所には、滑り難いワックスを選択し使用するこ

と。 

（１８）清掃に使用する洗剤や器具の洗浄剤は以下の事項に配慮し選択すること。 

①人体に影響をおよぼす恐れの有るものは使用してはならない。 

②床材質や金属製品等に影響をおよぼす恐れの有るものは使用してはならない。 

③浄化槽及び公共下水道施設の水質に影響をおよぼす恐れの有るものは使用してはならない。 

④その他、使用後に何らかの影響が出ると予想されるものは使用してはならない。 

（１９）基準表等に表記されている「適時」または「Ｔ」とは、午前・午後各１回以上は必ず確認

をし、清掃が必要とされる場合はその都度対処する。 

（２０）本指示明細書に定め無き事項は、その都度協議の上業務を遂行すること。 

施  設  一  覧  表 

施     設     名 日  常 開 館 時 間

 高橋ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ ３５９ 8:30～21:00 

  日常清掃業務休日 

 高橋ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ  12月29日～ 1月 3日 
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 清掃場所及び方法 

１．日常清掃（毎月 1回 休館日を除く） 

１

階 

場  所 規  格 面積㎡ 清掃方法 

コミュニティホー

ル客だまり 
長尺塩ビシート ４０７．２ 

自在ほうき等で掃き、ダストモッ

プでふく。 

（時に応じた掃除機掛けもあり） 

研修室 長尺塩ビシート １５４．０

会議室（１） 塩ビダイル ５３．０

会議室（２） 塩ビタイル ２３．０

会議室 堰ビタイル ２２．０

事務室 長尺塩ビシート １０５．０

洗面所 長尺塩ビシート １５．０

身障者用便所 長尺塩ビシート ２．４

湯沸かし室 2ケ所 長尺塩ビシート １０．０

廊下・階段 長尺塩ビシート １５０．２

清掃控え室 長尺塩ビシート ９．０

社会福祉協議会 カーペット ３２．０ 真空掃除他 

相談室 カーペット ７．８

図書コーナ一 カーペット ２９１．０

便  所 モザイクタイル ２３．４ 
水洗い洗浄 

薬剤洗浄 

風 除 室 防水モルタル １２．５ 水洗い掃き掃除 

倉庫（１） 塩ビタイル ２３．０ 自在ほうき等で掃き、ダストモッ

プでふく。 倉庫（２） 塩ビタイル ６．４

倉庫（３） 塩ビタイル １６．５

地

階 

ＥＶホ－ル 舗石タイル ２８．６ 水洗い洗浄 

駐車場 アスファルト １６８．０

２

階 

場  所 規  格 面積㎡ 清掃方法 

大会議室 カーペット ３４１．０ 真空掃除機 

舞台 板張り ８２．０

控 え 室 カーペット １１．０

楽  屋 塩ビタイル ３９．０ 自在ほうき等で掃き、ダストモッ

プでふく。 

（時に応じた掃除機掛けもあり） 

前  屋 長尺塩ビシート １０．６

ロ ビ ー 長尺塩ビシート １３６．０

洗 面 所 長尺塩ビシート １４．２

湯 沸 室 長尺塩ビシート ５．８

便  所 モザイクタイル ２６．１
水洗い洗浄 

薬剤洗浄 

その他 

屋外  日１回 掃き掃除 

塵処理 日１回 
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 ２．定期清掃 

１

階 

場  所 規  格 面積㎡ 洗浄ワックス研磨 

コミュニティホール

客だまり 
長尺塩ビシート ４０７．２

年 ３回 

研修室 長尺塩ビシート １５４．０

会議室（１） 塩ビタイル ５３．０

会議室（２） 塩ビタイル ２３．０

会議室 塩ビタイル ２２．０

事務室 長尺塩ビシート １０５．０

洗面所 長尺塩ビシート １５．０

身障者用便所 長尺塩ビシート ２．４ 年 ３回 

湯沸かし室 2ケ所 長尺塩ビシート １０．０
年 ３回 

廊下・階段 長尺塩ビシート １５０．２

清掃控え室 長尺塩ビシート ９．０ 年 ２回 

場  所 規  格 面積㎡ 

年 ３回 ２

階 

楽  屋 塩ビタイル ３９．０

前  屋 長尺塩ビシート １０．６

ロ ビ ー 長尺塩ビシート １３６．０

洗 面 所 長尺塩ビシート １４．２

湯 沸 室 長尺塩ビシート ５．８

ガ ラ ス ク リ ー ニ ン グ 

ガ ラ ス 面 積 ２３５．０ 年４回 

カ ー ペ ッ ト ク リ ー ニ ン ン グ 

カーペット面積 ７６４．８ 年１回 

水洗（コミュニティプラザー） 

磁器タイル面積 ２３５．０ 年４回 

中庭（テラス） 大会議室テラス、階段、中庭  

高圧洗浄 ２５０．０ 年１回 

３ 加茂川公園清掃   随 時 

①公園内のゴミ拾い及び草取りの実施 

②公園便所の清掃 

③公園内、駐車場の落ち葉清掃 
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Ｆ 廃棄物処理業務 

１ 業務の範囲 

（１）本業務は、豊田市高橋コミュニティセンターに発生する一般廃棄物、産業廃棄物及び資源の収集

運搬業務とする。 

（２）指定管理者を甲とし、処理業者を乙とする。 

（３）リサイクルを促進し、ごみの減量に努めるとともに、環境衛生上良好な状態に施設を維持するこ

ととする。 

（４）搬入先は、一般廃棄物、産業廃棄物については、適正に処分する施設へ、また資源については､適

正にリサイクルする施設（古紙回収業者など）へ搬入することとする。 

（５）処分及びリサイクルにかかる費用を業務に含む。 

２ 法の遵守 

業務を行うにあたり、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、その他関係法令を遵守するものとする。 

３ 委託する一般廃棄物、産業廃棄物及び紙資源の種類、回数 

（１）一般廃棄物の種類は、生ごみ、木くず、資源化できない紙、落ち葉などの「燃やすごみ」とし、

その回数は委託仕様書に示すとおりとする。 

（２）産業廃棄物の種類は、廃プラ、ガラスくず、金属くず、混合物、大型混合物、資源とし、その回

数は委託仕様書に示すとおりとする。 

（３）紙資源の種類は、ＯＡ紙、新聞、雑誌、ダンボール、雑紙とし、その回数は委託仕様書に示すと

おりとする。 

４ 集積場所 

（１）「乙」は集積場所にダストコンテナを設置するものとし、設置場所は甲乙協議の上決定する。 

（２）コンテナの仕様は次のとおりする。 

①鉄製またはＦＲＰ製で蓋付きの製品とし、容量は１㎥程度とする。 

②外部から荒らされたり､外部へ汚水等の流出や悪臭の出ない構造の製品とする。 

③キャスター付きの製品とし､移動が容易にできること。 

５ 収集運搬業務 

（１）収集運搬に際し、収集物の飛散、落下等ないよう措置すること。 

（２）収集日は､原則として火曜日から日曜日の間の午前９時から午後５時までとする。 

６ 業務実施上の注意 

（１）業務に使用する車両には、会社名また、法律に基づき産業廃棄物を運搬する車両であることを明

記し業務に適した車両であること。 

（２）業務終了後、周囲を整理清掃し美観の維持に努めること。 

（３）業務の実施にあたり発生する機械音や臭い等を極力抑えること。 

（４）本仕様書に定めのない事項は、その都度協議して定めるものとする。 
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廃棄物処理業務委託仕様書

（委託の範囲） 

第１条 本委託業務は、指定管理者（以下「甲」という。）の管理する豊田市高橋コミニティセンターか

ら排出される一般廃棄物及び産業廃棄物（以下「廃棄物」という。）の処理業務を行う。 

（法令等の遵守） 

第２条 甲及び処理業者（以下「乙」という。）は、本委託業務を行うにあたって、廃棄物の処理及び清

掃に関する法律（以下「廃棄物処理法」という。）、及びその他関係法令を遵守するものとする。 

（委託する廃棄物の種類） 

第３条 甲が、乙に委託する廃棄物の種類は次のとおりとする。 

種 類 具体例 

一般廃棄物 可燃ごみ 生ゴミ、茶殻など 

紙資源 ダンボール、新聞紙、雑誌、雑紙、ＯＡ紙、

牛乳パック等 

産業廃棄物 廃プラスチック類 ポリ袋、ゴム、ストロー、デザートのプラ容

器等の軟らかいプラスチック製品 

硬いプラスチック製品等 

発泡スチロール、ペットボトル等 

ガラスくず・コンクリートくず及び

陶磁器くず（以下「ガラスくず等」

という。） 

陶磁器類、割れたびん、板ガラス、鏡等  

金属くず なべ、やかん、針金類、缶詰、お菓子の缶等

混合物（廃プラスチック類、ガラス

くず等、金属くず、汚泥と一般廃棄

物の混合物）（以下｢混合物｣ 

という。） 

ホッチキス、マジック、ボールペン、はさ

み、電卓、水筒等、電球等、電気ポット、ラ

ジカセ、ビデオカメラ、ビデオデッキ等の

小型の電化製品、乾電池、蛍光灯 

大型の混合物（廃プラスチック類、

ガラスくず等、金属くずと一般廃 

棄物の混合物）（以下｢大型混合物｣ 

という。」 

ロッカー、事務机、事務いす､オルガン、自

転車、子ども用机、タイヤ等、掃除機、扇風

機等の大型の電気製品 

（家電リサイクル法の対象となるエアコ

ン、テレビ、冷蔵庫および洗濯機の ４品

目は除く。） 

木材および金属の両方が使用してある椅

子、オルガン等。 

資源 飲料用缶 

飲食用びん 
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（委託する廃棄物の数量等） 

第４条 甲が、乙に委託する廃棄物の数量等は次のとおりとする。 

種 類 数量（見込み） 性状 荷姿 取扱い注意事項 

一般廃棄物 可燃ごみ ２．５ｔ／年 固形状 袋又はバラ 腐敗等 

紙資源 ０．８ｔ／年 固形状 袋又はバラ  

産業廃棄物 廃プラスチック類 

（ペットボトル含む）
１２０㎏／年

固形状 袋又はバラ  

ガラスくず等 ３０㎏／年 固形状 袋又はバラ 突起物により怪我 

金属くず ８０㎏／年 固形状 袋又はバラ 突起物により怪我 

混合物 ９０㎏／年 固形状 袋又はバラ 突起物により怪我 

大型混合物 ５０㎏／年 固形状 袋又はバラ 突起物により怪我 

資源 ２３０㎏／年 固形状 袋又はバラ  

（委託業務の内容） 

第５条 乙は、豊田市高橋コミニティセンターの指定場所に排出された廃棄物の処理業務を行う。 

２ 廃棄物の運搬先は次のとおりとする。また、運搬先の変更等が必要な場合は、乙は事前に変更内容

を記した書面を甲に提出し、甲乙協議の上、決定することとする｡ 

種 類 運 搬 先 

一般廃棄物 可燃ごみ 渡刈クリーンセンターまたは藤岡プラント 

紙資源 市内の古紙再生事業者 

産業廃棄物 

廃プラスチック類 

（ペットポトル含む） 

産業廃棄物処分業者 
ガラスくず等 

金属くず 

混合物   

大型の混合物 

 資源 グリーンクリーンふじの丘 

なお、産業廃棄物処分業者の名称、所在地等は別途、契約書によるものとする。また、リサイクル

を徹底し、リサイクルが不可能な物については、適正に処分することとする｡ 

３ 乙は甲から委託された産業廃棄物の積替え又は保管を行わない。 

４ 廃棄物の収集運搬回数等については、次のとおりとする｡ 

種 類 回数 収集日程 

一般廃棄物 可燃ごみ 週に１回 甲、乙協議の上決定すること

とし、契約締結後１週間以内

に甲に文書にて報告するこ

と。 

ただし、土・日曜日、祝日及

び１２月２９日から１月３

日までの間については行わ

ないものとする。 

紙資源 月に１回 

産業廃棄物 廃プラスチック類（ペットボトル含む）

月に１回 
ガラスくず等 

金属くず 

混合物 

大型の混合物 年に２回 

資源 月に１回

５ 廃棄物の収集運搬については、豊田市高橋コミニティセンターの排出する廃棄物のみを収集運搬す

ることとし、本契約以外の廃棄物と混載しないこととする。ただし、他の施設から排出された廃棄物

と明確に区分できる場合は、この限りではない。 
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６ 乙は、廃棄物を運搬するにあたり、それぞれの廃棄物の重量を計量することとし、計量にかかる費

用は乙の負担とする。また、処分に必要な経費も乙の負担とする 

７ 乙は、収集物の美観、管理上必要なことについては、契約金額の範囲内で実施するものとし、収集

運搬に際しては、収集物の飛散、落下等がないよう措置することとする。 

８ 乙は、収集運搬業務を、原則として火曜日から金曜日の午前９時から午後５時までの間で実施する

こととする。なお、収集日についてはあらかじめ甲と乙で協議の上決定する。 

９ 乙は、豊田市高橋コミニティセンターにおいて廃棄物を収集するときは、必ず甲の職員（以下「職

員」という。）の立会いを求めることとする 

１０ 乙は、事業の実施にあたり、職員の指示に従うとともに、業務等に支障をきたさないようにしな

ければならない。 

１１ 乙は、業務の実施にあたり、従業員の指導教育の徹底を図るとともに、服装・言動等についても

留意しなければならない。 

１２ 乙は、本市の環境マネジメントシステム（ＩＳＯ１４００１）に基づく環境率先行動を理解し協

力することとする。 

（許可証の提出） 

第６条 乙は、本業務が乙の事業範囲であることを証するものとして、許可証の写しを甲に提出しなけ

ればならない。ただし、契約期間内に当該許可証が変更された場合にあっては、乙は直ちに変更後の

許可証の写しを甲に提出しなければならない。 

（業務の報告） 

第７条 乙は、産業廃棄物処理法１２条の５第２項又は第３項の規定により、電子情報処理組織を使用

して情報処理センターに産業廃棄物の処理結果を報告しなければならない。 

２ 乙は、毎月の業務が完了したときは、毎月の処分量の集計表を甲に提出しなければならない。 

（災害の補償） 

第８条 業務の実施に当たり、乙の従業員等に災害その他事故が発生しても、甲はその責めを負わない

ものとする。 

２ 指定場所、その他一般の構築物等を破損した場合は、乙の責任においてその原状復帰をしなければ

ならない。 

（機密保持） 

第９条 甲及び乙は、本契約に関連して、業務上知りえた相手方の機密を第三者に漏洩してはならない。

なお、公表する必要がある場合は、相手方の文書による許諾を必要とするものとする。 

（確認等） 

第１０条 豊田市条例「豊田市産業廃棄物の適正な処理の促進等に関する条例」の規定に基づき甲が排

出事業者として確認等をする場合においては、乙は協力しなければならない｡ 

（契約の解除） 

第１１条 甲又は乙は、相手方がこの仕様書の条項のいずれかに違反したときは、この契約を解除する

ことができる。 

２ 前項の規定により契約を解除する場合であっても、乙が甲から引き渡しを受けた産業廃棄物の処理

を完了していない場合は、甲乙双方の責任において当該廃棄物を処理した後でなければこの契約を解

除することができない。 
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（その他） 

第１２条 この仕様書に定めのない事項又は疑義を生じた事項については、その都度甲乙協議して定め

るものとする。 
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Ｇ 植栽維持管理業務 

１ 管理対象設備 

詳細は別紙「植栽管理業務一覧表」による。 

２ 実施回数 

   利用者の安全確保及び利用の支障のない範囲で行う。 

３ 管理方法 

（１）樹木管理（竹薮を含む） 

①剪  定  ハサミ等による手作業とし、育成に支障のない限り姿形等美観維持に 

務める。 

②刈り込み  樹木の美観・育成に支障のないような方法にて実施すること。 

③枝 打 ち  特に支障のない枝を落す程度の整枝とする。 

④危険樹木点検 転倒の危険のある樹木を選別し、樹木の場所を図面に明示し、写真ととも

に市へ報告すること。 

⑤施  肥  樹木周辺の除草を実施した後土中に施すこと。 

（２）列植管理 

①刈り込み  寄せ植えの高さを一定に保ち、樹木の美観・育成に支障のないような方法

にて実施すること。 

②施  肥  樹木周辺の除草を実施した後に行い、樹木周辺にむらなく散布すること。

散布する肥料は、樹木の状態にあった適切なものとすること。 

（３）芝 管 理 

①刈り込み（機械除草） 

芝生の高さを一定に保ち、刈り残しのないよう注意すること。 

②施  肥  除草後に行い、表面にむらなく散布すること。散布する肥料は芝生の状態

にあった適切なものとすること。 

③目  土  刈り込み後に行い、良土を表面に一定厚（0.5㎝程度）にてむらなく散布す

ること。 

（４）除  草 

①手取り除草 雑草を根元から除去すること。 

②機械除草  刈り込みの高さを一定に保ち、刈り残しのないよう注意すること。 

③利用者への影響が少ないところにおいては、除草剤の散布も可とする。 

（５）消  毒 

散布時期を失せず樹木の状態を適切に把握し、寄生病害虫の種類に応じた薬剤を散布す

ること。 

※実施にあたっては施設・施設利用者・近隣の家屋・田畑等に被害を与えないよう充分に

注意すること。 

（６）残材処分 

当業務を実施することにより発生した残材、廃材は適正な処理を行うこと。 

３ 業務遂行上の注意 

（１）業務に関する責任者を定め業務に従事する技術者の指揮・監督をすること。 

（２）事前に年間の作業工程表を作成し、それに基づいて作業を遂行すること。 

但し、施設の業務に支障が無いよう配慮すること。 

（３）作業従事者に対し安全対策を徹底させること。 

（４）不慮な事故等により植栽等に損害が生じた時（休日・祭日・夜間等）は、直ちに担当技
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術者を派遣し復旧に務めること。但し、それに係る費用は協議の上決定する。 

（５）業務遂行に要する軽微な消耗品及び各種機器等は指定管理者にて準備負担のこと。 

（６）業務遂行に於いて植栽等に不良個所が発見された場合は、速やかに報告し、協議の上処

理すること。但し、軽微な補修及び物品は、指定管理者の負担にて処理すること。 

（７）本資料に定め無き事項は、その都度協議の上業務を遂行すること。 
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植 栽 管 理 業 務 一 覧 表

  施  設 

 項  目 

 高 橋

 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ

 加 茂 川

 公   園

樹 

木 

管 

理 

 高木剪定      2本    124本 

 中木剪定     102本

 低木剪定     17本

 刈り込み       

 枝 う ち          65本

危険樹木点検     年末までに実施 

 施    肥     30本    672本

 消    毒     30本    144本

列 

植 

管 

理 

 刈り込み    320㎡  1,700㎡

 除    草    320㎡  3,400㎡

 施    肥    320㎡  2,700㎡

 消    毒    320㎡  3,400㎡

芝 

管 

理 

 刈り込み       

 除    草       

 施    肥       

 目    土       

除 

草 

 手 取 り       5,040㎡

限定手取り

 機械刈り   1,700㎡

側 溝 清 掃

寄 植内除草   3,400㎡

ゴミ 処理   一  式     
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Ｈ 自動ドア保守点検業務 

１ 保守対象機種及び設置場所 

施 設 名  メ ー カ ー      機    種 方式 台数 点検   備 考

 高橋ｺﾐｭﾆﾃｲｾﾝﾀｰ 

 ﾅﾌ゙ ｺﾄ゙ ｱｰｴﾝｼ゙ ﾝ  ＬＳ－２３Ａ  引分 ２ ４ 玄関内外 

 ﾅﾌ゙ ｺﾄ゙ ｱｰｴﾝｼ゙ ﾝ  ＬＳ－２３Ａ  片引 ２ ４ 玄関外・地下 

２ 保守点検対象 

（１）ドアーエンジン装置（本体） 

（２）ドアーエンジン動力部装置 

（３）ドアーエンジン制御部装置 

（４）ドアーエンジン操作スイッチ及び制御スイッチ 

３ 保守点検方式 

天災、不測の事故、不可抗力による故障修理以外は、全て指定管理者の負担にて対処する

（フルメンテナンス方式）こと。 

４ 定期点検整備 

定期的に巡回点検を行い、運転状態における性能を総合的に判断し、異常や不具合を発見

した場合は直ちに報告し、協議のうえ適切な処置を施すこと。 

５ 定期点検整備の内容 

（１）ドアーエンジン装置各部の点検及び調整 

（２）ドアーエンジン開閉速度、クッション作動の異常有無の点検及び調整 

（３）ドアーエンジン装置の電気回路の異常有無の点検及び調整 

（４）オイル漏れ、エアー漏れの有無点検及び調整 

（５）オイル不足、潤滑油不足の有無点検及び補充 

（６）ドアーが当っていないか、摺れていないか点検整備 

（７）消耗度の甚だしい部品の抽出及び取替え 

（８）その他の点検及び調整 

６ 点検整備上の注意 

（１）保守点検に要する器具機材は、指定管理者で準備負担すること。 

（２）業務の実施日は、事前に協議のうえ決定する。実施時間については昼間の就業時間帯（月

曜日を除き８：３０～１７：００）とする。 

（３）不時の故障等が発生した際（休日・祭日・夜間等）は、直ちに担当技術者を派遣し復旧

すること。但し、それにかかる費用は乙の負担とする。 
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I 夜間照明保守点検 

１ 保守対象設備及び点検回数 

 施 設 名 施設種類 塔数 配電盤 電球数 殺虫灯 避雷針 点検 

加茂川公園 テニスコート ４ 1式 24 ４  １ 

※加茂川公園テニスコートは、空間電送装置使用 

２ 保守点検内容 

（１）切れ球の有無確認及び交換 

（２）安定器機能の点検 

（３）機器及びランプの清掃 

（４）タイマー等制御設備の機能点検 

（５）絶縁抵抗測定 

（６）その他不良個所の修復 

３ 点検整備上の注意 

（１）業務に関する責任者を定め業務に従事する技術者の指揮・監督をすること。 

（２）事前に年間作業工程表を作成し、それに基づいて作業を遂行すること。但し、施設の業

務に支障を及ぼさないよう配慮すること。 

（３）作業従事者に対し安全対策を徹底させること。 

（４）不時の故障等による連絡を受けた時（休日・祭日・夜間等）は、直ちに担当技術者を派

遣し復旧に務めること。但し、それに係る費用は指定管理者の負担とする。 

（５）点検整備に要する軽微な消耗品及び各種測定機器等は指定管理者にて準備負担のこと。 

（６）点検整備にあたっては、事前に連絡の上実施すること。 

（７）点検整備に於いて機器の不良個所が発見された場合には、速やかに報告し、協議の上処

理すること。但し、軽微な修理及び部品交換は、指定管理者の負担にて処理すること。 

（８）本資料に定めなき事項については、その都度協議の上業務の遂行に当ること。 
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Ｊ 舞台機構保守点検

１ 保守対象設備及び点検回数 

施        設        名             部 屋 名        点検回数 備                    考 

高橋コミュニティセンター 大会議室 １ 

機器の詳細については、別紙

「一覧表」に明示 

２ 保守点検内容  

（１）消耗・劣化等の異常の早期発見及び対処 

①電動昇降装置の電動機・減速機 

②ウインチ・ワイヤ・ガイド滑車・ガイドレール等伝達装置 

③制御盤・操作盤類 

（２）吊り物全般の動作状態の確認及びレベル調整 

（３）安全装置の動作確認及び微調整 

（４）絶縁抵抗測定 

３ 点検整備上の注意 

（１）業務に関する責任者を定め業務に従事する技術者の指揮・監督をすること。 

（２）事前に年間作業工程表を作成し、それに基づいて作業を遂行すること。但し、施設の業

務に支障を及ぼさないよう配慮すること。 

（３）作業従事者に対し安全対策を徹底させること。 

（４）不時の故障等による連絡を受けた時（休日・祭日・夜間等）は、直ちに担当技術者を派遣し

復旧に務めること。但し、それに係る費用は指定管理者の負担とする。 

（５）点検整備に要する軽微な消耗品及び各種測定機器等は指定管理者にて準備負担のこと。 

（６）点検整備にあたっては、事前に連絡の上実施すること。 

（７）点検整備に於いて機器の不良個所が発見された場合には、速やかに報告し、協議の上処理す

ること。但し、軽微な修理及び部品交換は、指定管理者の負担にて処理すること。 

（８）本資料に定めなき事項については、その都度協議の上業務の遂行に当ること。 
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舞台機構設備一覧表 

No． 名称 台数 機構方式 駆動方式 

１ 引割緞帳 １ 電動開閉 トラクション方式 

２ スクリーン １ 電動昇降 ドラム巻取式 

３ バトン１ １ 手動昇降 特殊型ウインチ式 

４ バトン２ １ 手動昇降 特殊型ウインチ式 

５ バトン３ １ 手動昇降 特殊型ウインチ式 

６ バトン４ １ 手動昇降 特殊型ウインチ式 

７ ボーダーライト 

（カスミ幕１共吊） 

１ 手動昇降 特殊型ウインチ式 

８ シーリングライト １ 手動昇降 特殊型ウインチ式 

９ バック幕 １ 固定 手動ロープ開閉式 

10 袖幕１ １対 固定 手動ロープ開閉式 

11 袖幕２ １対 固定  

12 カスミ幕２ １ 固定  

13 ホリゾント幕 １ 手動昇降 特殊型ウインチ式 

14 サスペンションライト １ 手動昇降 特殊型ウインチ式 

15 アッパーホリゾントライト 

（カスミ幕３共吊） 

１ 手動昇降 特殊型ウインチ式 
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Ｋ 舞台音響保守点検 

１ 保守対象設備及び点検回数 

施設名 部屋名 音響設備 

高橋ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ 大会議室 １回 

詳細は別紙｢設備一覧表」による。 

２ 保守点検内容 

（１）消耗・劣化等の異常の早期発見及び対処 

①表示ランプ、ダイオード、デジタル表示部等 

②ヒューズ類 

③制御盤・操作盤類 

（２）可動部分の動作状態の確認 

（３）接続部の確認、スイッチ類、電圧レベル等の点検及び調整 

（４）回路チェック、出力測定 

（５）照明器具の点灯試験及び切れ球の交換 

（６）回路配線の絶縁抵抗測定 

（７）機器及びコンセントボックスの清掃 

（８）レンズの清掃 

３ 点検整備上の注意 

（１）業務に関する責任者を定め業務に従事する技術者の指揮・監督をすること。 

（２）事前に年間作業工程表を作成し、それに基づいて作業を遂行すること。但し、施設の業

務に支障を及ぼさないよう配慮すること。 

（３）作業従事者に対し安全対策を徹底させること。 

（４）不時の故障等による連絡を受けた時（休日・祭日・夜間等）は、直ちに担当技術者を派

遣し復旧に務めること。但し、それに係る費用は指定管理者の負担とする。 

（５）点検整備に要する軽微な消耗品及び各種測定機器等は指定管理者にて準備負担のこと。 

（６）点検整備にあたっては、事前に連絡の上実施すること。 

（７）点検整備に於いて機器の不良個所が発見された場合には、速やかに報告し、協議の上処

理すること。但し、軽微な修理及び部品交換は、指定管理者の負担にて処理すること。 

（８）本資料に定めなき事項については、その都度協議の上業務の遂行に当ること。 
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舞台音響機器 

名       称 メーカー 型    番 数量 

コンパクトミキサー パナソニック WＲ一 X12Ｋ １ 

カセットデッキ テクニクス ＲＳ－ＴＲ４７５０ １ 

ＣＤ／カセットデッキ タスカム ＣＤ Ａ５００ １ 

デジタルサウンドプロセッサー パナソニック SH－ＧＥ９０ １ 

デジタルリバーブレーター ヤマハ ＲＥＶ－５００ １ 

ワイヤレス受信機 パナソニック ＷＸ－４０４０ １ 

メインＳＰ用システムコントローラ エレクトロボイス Ｘｐ―200A １ 

パワーアンプ（メイン用） パナソニック ＸP-１４OOＡ １ 

パワーアンプ パナソニック ＷＰ-9100 １ 

グラフイックイコライザー パナソニック SH CE505Z ２ 

電源制御ユニット パナソニック ＷＵ－L６7 ２ 

メインスピーカー エレクトロボイス SX30Ｄ ２ 

ミュージックスピーカー ナショナル ＷS-3０Ａ １ 

マイクロフォン（ダイナミック型） パナソニック 
ＷＮ－Ｄ１２０ＳＷ－

Ｋ 
２ 

ワイヤレスマイクロフォン ナショナル ＷＸ－４１００ １ 

ワイヤレスマイクロフォン ナショナル ＷX-4200 １ 

ワイヤレスマイクロフォン ナショナル WX-4300 １ 
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Ｌ 舞台照明保守点検

１ 業務内容 

（１）調光特性及び調整 

（２）各機器の接続部、スイッチ類、電圧レベルなどの点検及び調整 

（３）可動部の点検及び調整 

（４）ランプ．ダイオード等の表示部の点検 

（５）会議室内の回路点検及び絶縁抵抗試験 

（６）各照明器具の点灯点検 

２ 保守点検回数 

年１回 

３ 点検整備上の注意 

（１）業務に関する責任者を定め業務に従事する技術者の指揮・監督をすること。 

（２）事前に年間作業工程表を作成し、それに基づいて作業を遂行すること。但し、施設の業

務に支障を及ぼさないよう配慮すること。 

（３）作業従事者に対し安全対策を徹底させること。 

（４）不時の故障等による連絡を受けた時（休日・祭日・夜間等）は、直ちに担当技術者を派

遣し復旧に務めること。但し、それに係る費用は指定管理者の負担とする。 

（５）点検整備に要する軽微な消耗品及び各種測定機器等は指定管理者にて準備負担のこと。 

（６）点検整備にあたっては、事前に連絡の上実施すること。 

（７）点検整備に於いて機器の不良個所が発見された場合には、速やかに報告し、協議の上処

理すること。但し、軽微な修理及び部品交換は、指定管理者の負担にて処理すること。 

（８）以上、本資料に定めなき事項については、その都度協議の上業務の遂行に当ること。 
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「舞台照明設備一覧表」 

No 仕     様 形     名 数量 

1 
主幹調光制御盤 主幹ＭＣＢ3P225F/225AT ＴＤＩ－Ｌ３９Ｔ０３ 

3 面
調光器舞台２ｋｗ×３２台、客席２ｋｗ×10 台 ＨＸ０１Ｍ／Ｂ－ＱＺＴ 

2 
調光操作卓 記憶 200 シーン 

ＴＯＬＳＴＡＲ２／Ｇ 1 卓
プリセットフェーダー×32 本 2段 

3 
調光操作卓用コネクタープレート 

  1 面

4 
リモコンスイッチ×６個 

  1 面
水銀灯×４、蛍光灯×２ 

5 
ボーダーライト 全長１０，８ｍ 

ＢＬ－１５９－３ 1 列
１００Ｗ×７２灯用 ３色配線  

6 
サスペンションフライダクト  

ＡＬ－Ｃ－２０Ｃ－Ｌ 18 個
埋め込みコンセント ２０Ａ×18ヶ付 

7 
同上用スポットライト 

ＡＬ－ＡＱＦ－５Ｒ 6 台
ハロゲン５００Ｗフレネルレンズ 

8 
同上用スポットライト 

ＡＬ－ＡＱＳ－５Ｒ 6 台
ハロゲン５００Ｗ平凸レンズ 

9 
アッパーーホリゾントライト 全長１０，８ｍ 

ＡＬ－ＵＨＱ－２１２－３Ｃ 1 列
ハロゲン１５０Ｗ×１２灯用 ３色配線  

10 
ロアーホリゾントライト 

ＡＬ－ＬＨＱ－２１２－３Ｓ 6 台
ハロゲン１５０Ｗ×１２灯用 ３色配線  

11 
ロアーホリゾント用フロアーコンセント 

ＡＬ－ＦＣ３３１－５３５－２ 2 台
Ｃ型３０Ａコンセント×３口用  

12 
フロアーコンセント 

ＡＬ－ＦＣ２３１－４３５－２ 1 台
Ｃ型２０Ａコンセント×4口用  

13 
シーリングコンセントボックス 

  2 台
Ｃ型２０Ａコンセント×６口用  

14 
同上用スポットライト 

ＡＬ－ＡＱＳ－１０Ｒ 12 台
ハロゲン１ｋＷ平凸レンズ 

15 
シーリング用ケーブルリール 

３回路２分岐 2 台
５．５sq－７Ｃ×１１ｍ付  

16 
キャブタイヤケーブル 

２ＰＮＣＴ 6 本
５．５sq－７Ｃ×７ｍ  

17 
客席側スポット用ウオールコンセント 

ＡＬ－Ｃ２０ＣＬ 6 個
Ｃ型２０Ａコンセント  

18 
スポットライト用ハンガー 

ＡＬ－７４０ 24 個

19 
客席照明器具改造 安定器 

３ＨＣ－２０２５ＨＷＢ 16 台
３００ｗメタルハライドランプ 

20 
客席照明器具 蛍光灯 

ＦＨＲ－４１９６７Ｋ－ＰＮ９ 16 台
ＦＨＲ３２Ｗ 
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Ｍ エレベーター保守点検

１ 保守対象設備 

三菱機械室レスエレベーター（ＶＦＧＬＢ－ＪＡＺ） ロープ式 

※地震管制、停電管制、火災管制 

２ 保守業務方式 

フルメンテナンス方式 （リモートメンテナンス機能付） 

３ 定期点検回数 

３ヶ月に１回（年４回） 

リモートメンテナンス方式のため毎月リモート点検を実施すること。（年１２回） 

４ 定期点検整備 

（１）機械室関係 

①巻き上げ機           ②電動機及び電動発電機 

③マグネットブレーキ       ④受電盤、制御盤、信号盤 

⑤ロアコントローラー       ⑥ガバナマシン 

⑦反らせ車            ⑧その他 

（２）出入口関係 

①各階インジケーター       ②各階扉及びロック装置 

③階押ボタン           ④各階扉開閉機構 

⑤その他 

（３）乗りかご関係 

①操作盤             ②扉開閉機構 

③常停止装置等周辺機器      ④インターホン 

⑤内部照明、停電灯 

（４）昇降路関係 

①主レール及びカウンターウエイトレール ②各階ドア装置 

③ブラケット関係            ④各リミットスイッチ及び着床装置 

⑤主ワイヤーロープ、ガバナロープ、コンペンセーティングロープ（チェーン） 

⑥カウンターウエイト          ⑦テールコード 

⑧各テンションプーリー（フロアコントローラー、ガバナ） 

⑨緩衝装置 

５ 遠隔監視装置 

２４時間機器を遠隔監視し、異常や不具合発生時には緊急対処を行うとともに、利用者の

安全を図るものとする。 

監視項目 

①閉じ込め事故  

②運行異常 

③着床異常 
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④戸開閉不良  

故障時自動通話機能 

閉じ込め事故発生異常時には、一定の時間内にカゴ内と現場管理者とが連絡不通である場

合、カゴ内と保守点検実施者との間で直接通話することにより、緊急対処を行うとともに、

利用者の安全を図るものとする。 

電話回線使用料は指定管理者の負担とする。 

６ 契約内物品及び作業 

（１）機械室関係 

①巻き上げ機 

ウォームギア歯当たり調整、各ベアリング類、シーブマグネットブレーキ用ラ

イニング・オイルシール取替え 

②電動機、電動発電機 

巻線替え 

③フロアコントローラー 

ギア、スチールテープ、セグメント、フィンガー、ケーブル、ベアリング類、

リード線取替え 

④受電盤、制御盤、信号盤 

リレー、計器類、コイル、抵抗類、半導体類、コンデンサー取替え 

⑤バナマシン 

ブッシュ、スプリング、各部ピン、ギア取替え 

（２）出入口関係 

ドアスイッチ、インジケーター用ソケット、シェード、押しボタンスイッチ類

取替え、ドアロック機構修理 

（３）かご関係 

運転盤関係ソケット及び各スイッチ類、スローダウンスイッチ、ドアマシン関

係及びドアマシン位置スイッチ、ドアハンガローラー、ハンガレール及びシュー

関係、ガイドシュー又はガイドローラー、プーリー、カーライトの修理又は更新

非常停止装置、はかり装置スイッチ類、光電装置機構部品取替え 

（４）昇降路関係 

カウンターウエイトガイドシュー（ローラー）各スイッチ類、緩降機、テール

コード、フロアコントローラーテンションプーリー、ガバナテンションプーリー、

主ロープ、ガバナロープ、コンペセーティングロープ（チェーン）、各プーリー類

取替え 

（５）その他 

配線類、配管、インターホンの修理   及び更新 

※室内灯は定期的に全灯一斉に交換し、明かりのむらができないようにすること。 
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７ 特別整備 

（１）保全検査（法定検査） 

年に１回建築基準法に基づき実施すること。点検は昇降機検査資格者（１級建築士もし

くは２級建築士または国土交通大臣が定める資格を有するもの）の検査を受けること。 

特定行政庁への届出は省略してもよい。 

また、この際の報告書作成を通常の定期検査とは別に行なうこと。 

（２）不時の故障等により連絡を受けた時（休日・祭日・夜間等）は、直ちに担当技術者を派

遣し復旧に務めること。 

８ 点検整備上の注意 

（１）業務に関する責任者を定め業務に従事する技術者の指揮・監督をすること。 

（２）事前に年間作業工程表を作成し、それに基づいて作業を遂行すること。但し、施設の業

務に支障を及ぼさないよう配慮すること。 

（３）作業従事者に対し安全対策を徹底させること。 

（４）不時の故障等による連絡を受けた時（休日・祭日・夜間等）は、直ちに担当技術者を派

遣し復旧に務めること。但し、それに係る費用は指定管理者の負担とする。 

（５）点検整備に要する軽微な消耗品及び各種測定機器等は指定管理者にて準備負担のこと。 

（６）点検整備にあたっては、事前に連絡の上実施すること。 

（７）点検整備に於いて機器の不良個所が発見された場合には、速やかに報告し、協議の上処

理すること。但し、軽微な修理及び部品交換は、指定管理者の負担にて処理すること。 

（８）本資料に定めなき事項については、その都度協議の上業務の遂行に当ること。 
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Ｎ 遊具保守点検 

１ 対象施設 

設置場所 点検対象
加茂川公園 ぶらんこ、鉄棒、コンビネーション遊具

２ 点検回数 

定期点検・保守業務   年２回（うち、年１回は安全検査を行うこと。） 

３ 担当技術者 

担当技術者は、その作業等の内容に応じた必要な知識及び技能を有する者で、「公園施設製品安全

管理士」、「公園施設点検管理士」、「公園施設製品整備技士」、「公園施設点検技士」又は「公共

施設保守点検技士」であること。 

４ 業務内容 

（１）定期点検 

①点検は、目視診断・触手診断・聴音診断・打音診断・揺動診断、検査器具又は測定機器等を使用

して行うものとする。 

②業務実施に当たっては、（一社）日本公園施設業協会の「公園施設の定期点検に関する規準JPFA-

ID-S：2014」に準じて行うこと。 

③劣化診断において劣化判定がＣ又はＤ判定となった場合は、速やかに施設管理者に報告し、両者

協議のうえ適切な処置を施すこと。 

④安全検査は、基礎部分や柱・梁等の主要構造部材及び接合部等、施設の構造上重要な部分の劣化

状況について、残存肉厚測定等の非破壊検査を行うこと。 

（２）保守業務 

定期点検の実施に合わせ、必要に応じ以下の処置等を行い、処置内容を報告書すること。処置等

に必要な部品、油脂、錆止は受託者の負担とする。 

①応急処置 危険箇所が発見された場合、速やかに施設管理者へ連絡し、指示を仰ぐこと。 

②調整   ブランコのチェーンのねじれ調整等 

③締付   ボルト・ナット類の締付 

④交換   ボルト・ナット・ワッシャー類の交換 

⑤給油   回転部分のグリス給油 

⑥防錆   地際等の接地部に錆止の塗布 

⑦その他  その他必要とされる点検項目があった場合、施設管理者と協議し対応すること。 

（３）点検業務等の報告 

各回の定期点検・安全検査業務が終了後、すみやかに提出すること。 

①定期点検表 

②劣化指摘箇所写真 

５ 点検整備上の注意 

（１）業務に関する責任者を定め業務に従事する技術者の指揮・監督をすること。 

（２）事前に年間作業工程表を作成し、それに基づいて作業を遂行すること。但し、施設の業

務に支障を及ぼさないよう配慮すること。 

（３）作業従事者に対し安全対策を徹底させること。 

（４）不時の故障等による連絡を受けた時（休日・祭日・夜間等）は、直ちに担当技術者を派
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遣し復旧に務めること。但し、それに係る費用は指定管理者の負担とする。 

（５）点検整備に要する軽微な消耗品及び各種測定機器等は指定管理者にて準備負担のこと。 

（６）点検整備にあたっては、事前に連絡の上実施すること。 

（７）点検整備に於いて機器の不良個所が発見された場合には、速やかに報告し、協議の上処

理すること。但し、軽微な修理及び部品交換は、指定管理者の負担にて処理すること。 



56 

Ｏ 加茂川公園プール運営管理業務

１ 指定管理者の管理基準 

（１）プール開設期間等 

①プール開設期間 ７月第２日曜日～８月末日まで 

②プール開設時間  ９：３０～１８：００ 

※ 原則として期間中は無休 

③管理業務時間 ９：００～１８：００ 

④夜間巡回警備 １８：００～２１：３０の間に１回以上の施設とその周辺の巡回 

（２）管理運営業務内容 

① 遊泳者の受付並びに遊泳券の発行および改札、つり銭の用意 

② 更衣室の管理 

③ 遊泳者の安全衛生指導・公衆衛生及び監視・緊急事態への対応 

（プール準備期間に1回以上、日本赤十字水上安全法指導員（管理責任者）による水難救助訓練

を実施する） 

④ 薬剤調和、水質検査及び衛生管理（保健所持込検査含む） 

⑤ プール水管理（給水量の記録・管理） 

⑥ ボイラー・ポンプ・シャワー設備等機械の適正操作・管理 

⑦ 機器類点検・整備（故障・漏水等異常の早期発見） 

⑧ 遊泳券・遊泳料金・ロッカー利用料金等の管理・出納 

⑨ 施設の清掃 

⑩ 排水口、環水口、天井面の点検及び記録 

⑪ その他プール管理全般 

⑫ 勤務記録票・作業日誌・水泳指導日誌・利用料金徴収明細書等の作成 

⑬ プール循環ろ過装置保守点検 

⑭ 業務遂行にあたり、下記の関係法令等に準じて実施するものとする。なお、関係法令は本仕様

書よりも優先し、本仕様書に示さない事項でも管理安全上必要な業務については実施するもの

とする。 

・厚生労働省「遊泳用プールの衛生基準」、「プールの安全標準指針」 

・愛知県「愛知県プール条例」、「愛知県プール条例施行規則」、「プール管理の手引き」 

・その他関係法令 

（３）職員の配置体制・資格等 

① 指定管理者は施設に従事するものが各種資格要件を満たすことを証明できる書類（合格証・

資格証・免状・経歴書・社会保険証の写し）を市に提出し、予め市の承認を得ることとする。 

② 人員・資格 

ア 管理責任者‥１名 ※常駐の必要はない 

・本業務の実施に伴う管理業務全般を把握し、衛生管理者・監視員等が利用者から信頼され

るべく業務に専念するよう指揮監督をすること 

・指定管理者の社会保険加入者である正社員又は契約社員とする。 

・（公財）日本水泳連盟プール公認規則第15条（プール管理者）で規定された下記のいずれ

かの資格を有する者とする。 

（公財）日本スポーツ協会公認「水泳上級教師・水泳教師」、「水泳上級コーチ・水泳コ

ーチ」、「水泳上級指導員・水泳指導員」又は「（公財）日本体育施設協会水泳指導管理
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士」 

    ・警備業法第２条第１項第１号に該当する警備業務の資格を有する者が望ましい。 

イ 衛生管理者 ※開催日は常駐とする 

・プールの衛生及び管理の実務を担当する。 

・プールにおける安全及び衛生に関する知識及び技能を有すること。 

・水質に関する基本的知識、プール水の浄化消毒についての知識等を有し、プール管理のた

めの施設の維持、水質浄化装置の運転管理、その他施設の日常の衛生管理にあたり、管理責

任者、監視員及び救護員と協力して、プールの安全管理にあたる。 

・指定管理者の社会保険加入者である正社員又は契約社員とする。 

・日本赤十字社水上安全法救助員またはこれに相当する資格を有する者とする。 

・水質管理・機械操作及び管理（利用料金の出納含む）の責任、受付監視員の指導を行う。

また開催準備の責任を負うこと。 

・警備業法第２条第１項第１号に該当する警備業務の資格を有する者が望ましい。 

※管理責任者と衛生管理者は同一の者が兼ねても可とする。 

ウ 監視員 

・プールの利用者が安全に利用できるよう、プール利用者の監視及び指導等を行うとともに、

事故等の発生時における救助活動を行う。 

・一定の泳力（２泳法で各５０Ｍ以上）を有し、満１８才以上の健康な者とする。ただし、

高等学校生は除く。 

・下記①又は②のいずれかの資格要件を満たす者とする。 

①日本赤十字社水上安全法救助員の資格を保有すること。 

②普通救命講習Ⅰ修了者もしくはそれ以上と認められる資格を保有すること。 

・警備業法第２条第１項第１号に該当する警備業務の資格を有する者が望ましい。ただし、 

 外部委託する場合は必須とする。

エ 救護員 

・プール施設内傷病者が発生した場合に応急救護にあたる。 

・応急手当普及員講習Ⅰの修了者、日本赤十字社救急法救急員、またはそれ以上と認められ

る資格のいずれかの資格有することとする。 

・警備業法第２条第１項第１号に該当する警備業務の資格を有する者が望ましい。ただし、 

 外部委託する場合は必須とする。

※救護員は衛生管理者、監視員、受付と同一の者が兼ねても可とする。 

オ 受付 

・常時１名以上を配置し、満１８才以上の健康な者とする。ただし、高等学校生は除く。 

・利用料金の徴収事務、利用者の入退場の整理、拾得物の保管・処理など庶務業務を行うもの

とする。 

カ 監視員の配置 

・プールサイド上に常時３名以上配置 （以下の要件を除き、常時３ポストでの監視体制） 

・入場者数（滞留数）が４０名を超えた際はプールサイド上に4名以上配置 

・入場者数（滞留数）が６０名を超えた際はプールサイド上に5名以上配置 

※但し、５名以上配置する場合は衛生管理者が監視員を兼ねることを可とする。 

（４）その他指定管理者にて負担する事項 

① 各種検査 （保健所検査） 

水素検査、検査回数 
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 検査項目 検査回数 

プール水 

残留塩素濃度 
午前１回以上 
午後２回以上 

水素イオンの濃度（PH値） 
月１回以上 
※塩素化イソシアヌル酸またはPH調整
剤を使用するプールは１日１回以上 

濁度 

月１回以上 
過マンガン酸カリウム消費量 

大腸菌 

一般細菌 

総トリハロメタン 年１回以上 

浄化後の循環水 濁度 年１回以上 

② 施設管理者賠償責任保険の加入 

③ 監視・管理に必要な物品（ユニフォーム・笛・草履等） 

④ 日常の水質検査にかかる機器・試薬、事務用・清掃用・医薬用消耗品 

（５）豊田市への提出 

① 管理責任者・衛生責任者が正社員であることの証明書。（写し可） 

② 監視員が普通救命講習会を受講したことの証明書。（写し可） 

③（公財）日本スポーツ協会公認「水泳上級教師・水泳教師」、「水泳上級コーチ・水泳コーチ」、

「水泳上級指導員・水泳指導員」又は「（公財）日本体育施設協水泳指導管理士」であることの

免許の写し。 

④ 賠償責任保険の写し。 

⑤ 各種検査の結果報告書。 

※外部委託の場合、外部受託者は指定管理者に下記の証明書を提出すること。（写し可） 
ア 管理責任者が警備員指導教育責任者であることの証明書 
イ 衛生責任者は警備業法第２条第１項第１号に該当する警備業務の資格を証明する警備員名
簿。 

（６）日常の対応 

① 水質・施設清掃等の準備は施設利用開始時刻までに完了すること。 

② ユニフォームを着用のこと。 

③ 規則を遵守し、利用者に対しては態度、言葉遣いに十分注意し、節度をもって対応すること。 

④ 場内放送は指示以外のものは流さないこと。指示は両者協議のうえ決定する。 

⑤ 日常の水質検査は愛知県プール条例に基づき遊離残留塩素等を毎日測定し、適正な遊離残留塩 

素濃度を維持すること。 

⑥ 遊泳は１時間の内５０分を遊泳させ１０分休憩をとらせること。 

⑦ 常に安全で衛生的管理運営を心掛けること。 

（７）緊急事態 

遊泳中に事故が発生した場合 

① 110番及び119番に連絡のこと。 

② 遊泳者を速やかに安全な場所へ避難誘導すること。 

③ 必要に応じてケガ人等に応急手当を施すこと。 
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④ 必ず速やかに報告すること。 

⑤ 緊急事態に備えて訓練を適宜行うこと。 

※但し、軽微な事故等については協議のうえ対応する。 

（８）プールの清掃について 

① プール槽の清掃は、水を抜きデッキブラシ等の器具を使用して清掃すること。 

② プールサイド、排水溝の清掃も行うこと。 

③ その他の事項は協議の上決定するものとする。 

（９）プール循環浄化装置の保守点検 

①主な保守点検箇所及び設備 

 箇 所 名 及 び 設 備 名  主 な 保 守 点 検 事 項 

 １  ろ 過 機 外 部  塗装部分の確認 

 ２  ろ 過 材（砂） 摩耗度の確認 

 ３  循環ポンプ及びモーター  清掃、その他 

 ４  集    毛    器  清掃、消耗度の確認 

 ５  滅    菌    機  清掃 

 ６  切    替    弁  清掃、その他 

②保守点検回数    年２回（開設前と開設期間終了後） 

実施方法 

ア 委託業務遂行にあたっては、豊田市の業務に支障を及ぼさない日時に行うものとし、事前

に豊田市と指定管理者が協議の上、工程表を作成し、豊田市に提出すること。ただし、豊田

市が業務の都合により日程を変更する場合は、再度協議の上決定する。 

イ 業務は原則として豊田市の通常勤務時間内に実施するが、不時の事故等により豊田市が連

絡したときは、速やかに担当技術者を派遣し、修理、復旧に努めること。但し、その費用は

指定管理者が負担すること。 

ウ 業務に従事する要員は、分野ごとに経験豊富で専門的な知識を有する優秀な技術者である

こと。 

エ 点検、整備中に発見された不良箇所、不良機器については、その都度豊田市、と指定管理

者が協議の上、対処すること。 

オ 業務に必要な各種工具及び測定機器、消耗品等は指定管理者が準備、負担すること。 

カ 業務を一時中断する場合は、施設、設備等の利用に支障のないよう、また危険防止には十

分注意して処置し、その都度豊田市の了承を得ること。 

（１０）その他 

① 特別な事由により遊泳を中止する場合は必ず協議をすること。 

② 開催期間中の事故（人身・物損・盗難等）については、速やかに豊田市へ届け出ること。その

際は緊急の場合を除き豊田市の指示に従うこと。 

③ 天災、不測の事故、不可抗力による故障以外の原因と考えられる損害は指定管理者の責任とす

る。 

④ 本資料に定めなき事項は、その都度豊田市と指定管理者が協議の上、業務を遂行すること。 
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特 記 事 項 

１ 水不足等でプールの開催ができない場合、またやむを得ず中止になった場合においての指定管 

理料の支払いは次のとおりとする。 

（１）オープン日にオープンできない場合 

① 準備に要した費用は全額支払う。 

② 人件費については、準備に要した日数については全額支払うが、その後の開催または閉鎖

を決定する日までの間に、自宅待機等（豊田市より指示）業務に従事しない日数については、

当初人件費用の６０％を保証する。 

ただし豊田市の指示により業務に従事する者においては、全額支払いとする。 

③ 閉鎖の場合においては、閉鎖決定日以降の人件費は支払わないものとする。 

④ その他の諸費用については、双方協議の上決定するものとする。 

（２）開催をしたが途中で一時中止の場合 

① 準備に要した費用は全額支払う。 

② 人件費については、中止になるまでの日数については全額支払うが、その後の開催または

閉鎖を決定する日までの間に、自宅待機等（豊田市より指示）業務に従事しない日数につい

ては、当初人件費用の６０％を保証する。 

ただし豊田市の指示により業務に従事する者においては、全額支払いとする。 

③ 中止後、閉鎖の場合においては、閉鎖決定日以降の人件費は支払わないものとする。 

④ 中止後、開催の場合には開催準備を含めたその後管理業務の日数については全額支払うも

のとする。 

⑤ その他の諸費用については、双方協議の上決定するものとする。 
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Ｐ 防災設備保守点検 

１ 保守点検対象設備 

詳細は別紙「防災設備等点検基準」による。 

２ 点検回数 

｢総合点検｣｢機器点検｣各１回。 

３ 点検整備方法 

（１）消火栓設備 

①ポンプ本体の清掃およびグランド増し締め 

②呼水タンク内外の清掃及びボールタップの調整 

③消火栓起動ランプの点灯確認（不点の物は取替え） 

④起動装置による作動試験（放水試験含む） 

⑤不良パッキン類の交換 

⑥絶縁抵抗測定 

⑦消火栓収納箱内外の清掃 

⑧消火栓ホース耐圧検査（年1回） 

（２）自動火災報知機設備 

受信機（火報・防排煙・ガス漏れ警報総合盤） 

①内部回路直流電圧ＤＣ23Ｖ±３Ｖ範囲内であること 

②端子の増し締め 

③各主音響装置鳴動試験 

④各表示灯の点灯確認（不点の物は取替え） 

⑤各感知器、発信機発報による連動試験、非連動機能の確認 

⑥機器内外の清掃 

⑦絶縁抵抗測定 

発信機 

①発信スイッチによる音響鳴動、表示点灯の確認 

②非常用電話器による通話試験 

③機器の清掃 

感知器（火報・防排煙・ガス漏れ） 

①設置後の用途変更、間仕切り変更等による未警戒部分の発生確認 

②感知部に機能上障害となる埃、塗装等の付着物が無いよう確認 

③塵埃、水蒸気等の滞留によって機能障害を起こしていないか確認 

④変形、損傷、脱落、腐食等が無いか確認 

⑤各感知機の発報試験を行い各機器が正常に作動（連動）するか確認 

⑥感知器の清掃（高天井を除く） 

⑦感知器が不良の場合、機器の洗浄、購入迄の間乙の負担にて予備品を支給すること。

また、感知器の洗浄にかかる費用は、乙の負担とする。 

（３）防排煙設備 

①防火戸、防火シャッターの閉鎖障害の有無確認 

②感知器連動による作動試験 

③排煙窓の作動確認 

④誤差調整 
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（４）誘導灯・誘導灯信号装置設備 

①停電、火災発生時を想定しての作動試験（感知器連動） 

②減光、消灯、点灯、非常点滅器の作動確認 

③バッテリーの電圧チェック。バッテリーが不良の場合は、購入迄の間乙の負担にて予備

品を貸与すること。 

④絶縁抵抗測定 

⑤機器内外の清掃 

（５）消火器 

①外観およびラベル、封印等のチェック 

②表示板の設置確認、機器の清掃 

③詰め替えは、各施設の粉末消火器設置数の２割以上とする。 

（６）緩降機 

①錆、損傷等の有無確認 

②設置アンカーの強度確認 

③機器、収納箱内外の清掃および取扱説明板の清掃 

④砂袋等による降下試験 

（７）非常警報設備（放送設備、身障者用トイレ非常呼出設備含む） 

①停電、火災発生時を想定しての作動試験（感知器連動） 

②各スピーカーの音量測定 

③絶縁抵抗測定 

④機器内外の清掃 

（８）防火対象物定期点検報告 

①平成15年10月に開始された防火対象物定期点検報告制度によるものとする。 

②点検者は、火災予防に関する専門的知識を有する者で、総務大臣の登録を受けた登録講

習機関が行う講習を修了し免状の交付を受けた者とする。 

③報告書に関しては、設備点検に準じる。 

４ 点検整備上の注意 

（１）業務に関する責任者を定め業務に従事する技術者の指揮・監督をすること。 

（２）事前に年間作業工程表を作成し、それに基づいて作業を遂行すること。但し、施設の業

務に支障を及ぼさないよう配慮すること。 

（３）作業従事者に対し安全対策を徹底させること。 

（４）不時の故障等の連絡を受けた時（休日・祭日・夜間等）は、直ちに担当技術者を派遣し

復旧に務めること。但し、それに係る費用は指定管理者の負担とする。 

（５）点検整備に要する軽微な消耗品及び各種測定機器等は指定管理者にて準備負担のこと。 

（６）傷害保険に加入すること。その費用は指定管理者の負担とすること。 

（７）点検整備に於いて機器の不良個所が発見された場合には、速やかに報告し、協議の上処

理すること。但し、軽微な修理及び部品交換は、指定管理者の負担にて処理すること。 

（８）本資料に定めなき事項については、その都度協議の上業務の遂行に当ること。 
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防災設備等点検基準 

○自動火災設備（年 2回点検） 

設   備 数量 点 検 項 目 

受信機（複合盤） 

表示灯 

ベル 

発信機 

煙感知器（２種） 

煙感知器（3種） 

差動式スポット感知器（２種） 

定温式スポット感知器（１種） 

防火扉 

ガス漏れ感知器 

常用電源 

予備電源 

配線点検 

１台

６個

６個

６個

２５個

１個

８４個

５個

１個

４個

１式

１式

１式

感知機の点検  

・設置場所が適当か確認する。  

・感知部に機能上支障となる埃、塗料等が付着して

いないか確認する。 

・煙感知機にあっては、塵埃、微粉等が付着してい

ないか確認する。 

・塵埃、微粉、水蒸気及び腐食性ガスが滞留等によ

って機能上支障となる状況でないか確認する。 

・変形、損傷、脱落、腐食等を確認する。 

○誘導灯設備（年２回点検） 

設   備 数量 点 検 項 目 

誘導灯 

常用電源 

配線点検 

25 個

１式

１式

誘導灯の点検  

・点燈点検  

・非常用信号装置の作動点検  

・清掃  

・変形、損傷、腐食等の確認 

○非常放送設備（年２回点検） 

設   備 数量 点 検 項 目 

アンプ 

スピーカー 

アッテネーター 

常用電源 

非常用電源 

配線点検 

１式

３７個

９個

１式

１式

１式

・正常に作動するかどうかの確認 

・操作バネルの汚れ等の除去 

○消火器（年２回点検） 

設   備 数量 点 検 項 目 

 〔コミュニティセンター〕 

加圧式粉末（ＡＢＣ）消火器 

      （１０型）  

蓄圧式強化液（中性）消火器 

       （６型） 

〔加茂川公園プール〕 

粉末ＡＢＣ消火器 

      （１０型） 

２１本 

 ３本 

２本 

・通行又は避難に支障がない所に設置されているか

確認する。 

・使用に際し、容易に持ち出すことができるか確認

する。 

・変形、損傷がないか確認する。 

・キャップが緩んでいないか確認する。 

・安全装置がはずれていないか確認する。 

・上記点検で異常を発見した場合は機能点検 を行

う。 
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○屋内消火栓設備 （年２回点検） 

設   備 数量 点 検 項 日 

加 圧 装 置 

消火栓ＢＯＸ 

操  作  盤 

発信機連動リレー 

放 水 試 験 

配 線 点 検 

消火栓ホース耐圧検査（年 1回） 

１台

６個

１面

１式

１式

１式

６箇所

・使用に際し、障害物等が放置されてないか確認

する。 

・ノズル・ホース・バルブ等に変形、損傷がない

か確認する。 

・消防法による耐圧検査を実施する。６箇所×２

 本 

○オペレーター設備 （年２回点検） 

設   備 数量 点 検 項 目 

ハ ン ド ル 部 

開 閉 装 置 

１式 

１式 

・外観点検及び機能点検 

○非常警報設備（年２回） 

設      備 数量 点  検  項  目 

〔加茂川公園プール〕 

発信機・ベル・表示等 １式 
作動点検・外観異常の有無・その他 


